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▲
寛
茅
危
言
印
行

同
十
七
年
九
月
一
日
重
建
二
十
五

年
記
念
と
し
て
中
井
竹
山
先
生
の
著
「
草
茅
危
言
」

全
五
巻
を
印
行
す
。

於
て
評
議
員
會
を
開
き
、
改
選
し
た
る
と
こ
ろ
、
重

▲
理
事
改
選

の
五
理
事
任
期
満
了
に
付
、
同
日
新
大
阪
ホ
テ
JV

に

五
十
餘
名
参
列
木
間
瀬
理
事
の
挨
拶
あ
り
て
開
式
、
奏

懐

徳

堂

記

事

放
授
文
學
博
士
武
内
義
雄
先
生
の
「
懐
徳
堂
の
鰹
學
」

と
題
す
る
購
演
あ
り
。
（
別
項
牧
載
）

小
倉
、
上
野
、
木
間
灌
、
江
崎
、
古
田

▲
現
行
購
義
、
講
演
科
目

康
齋
先
生
日
録
、

日
本
の
南
董
、

水
曜
、
韓
非
子
、
木
曜
、
萬
葉
集
、
十
八
史
略
、
金

曜
、
孟
子
、
支
那
語
、
土
曜
講
演

満
洲
國
網
溝
の
現
朕
、
通
俗
講
演

網
綸
と
世
界
新
秩
序
、

聖
得
太
子
の
御

●
記
念
祭
典
娩
二
十
五
開
年
記
念
式

本
堂
重
建
満
二
十
五
年
を
迎
へ
、
秋
睛
の
暁
雨
に
大

た
。
顧
問
狩
野
直
喜
先
生
、
理
事
上
野
精
一
、
木
間
瀬

策
三
、
古
田
俊
之
助
諸
先
生
、
坂
間
大
阪
市
長
、
明
田

京
大
穂
長
、
楠
本
阪
大
線
長
、
佐
々
木
惣
一
、
佐
多
愛

彦
、
牧
健
二
諸
先
生
を
は
じ
め
、
奮
門
人
聰
講
生
ら
百

任
と
決
す
。

時
か
ら
記
念
祭
恒
典
館
に
合
祀
祭
及
び
記
念
式
を
行
っ

國
旗
は
た
め
く
、
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
、
午
後

市
長
よ
り
祝
僻
を
寄
せ
ら
る
、
右
終
つ
て
東
北
帝
大

重
建
二
十
五
年
式
典
を
學
行
、
文
部
大
臣
、
府
知
事

和
十
六
年
十
月
十
一
日
記
念
祭
典
を
執
行
、
引
績
き

▲
記
念
祭
典
、
重
建
二
十
五
年
式
典
泣
記
念
講
演
昭

火
曜
、

支
那
語
、

論
語
昔
讀
、

定
日
講
義
月
曜
、
論
語
、

五
六



▲

祭

文

上
野
理
事
左
記
の
式
僻
を
朗
讀
、
次
で
橋
田
文
部
大
臣

（
木
間
瀬
理
事
代
讀
）
三
邊
大
阪
府
知
事
、
（
伊
藤
學
務

部
長
代
讀
）
坂
間
大
阪
市
長
よ
り
各
左
記
の
祝
僻
朗
讀

堂
の
鰹
學
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
午
後
五
時
閉

會
、
同
五
時
三
十
分
か
ら
新
大
阪
ホ
テ
戸
で
記
念
祝
宴

を
開
く
、
席
上
、
上
野
理
事
の
挨
拶
、
武
内
先
生
の
謝

僻
が
あ
り
、
七
時
三
十
分
宴
終
る
。

北
帝
國
大
學
数
授
文
學
博
士
武
内
義
雄
先
生
の
「
懐
穏

に
て
記
念
撮
影
を
な
し
、
次
で
記
念
講
演
に
移
り
、
東

あ
り
、
藤
講
職
績
者
表
彰
が
あ
っ
て
閉
式
、
一
同
玄
閥
前

各
代
表
拝
證
の
の
ち
撤
餌
、
績
い
て
記
念
式
に
移
り
、

讀
す
。

長
代
理
上
野
理
事
、
左
記
の
祭
文
館
に
合
祀
祭
文
を
朗

業
裡
に
祭
壇
の
と
ば
り
を
あ
げ
て
獣
餌
し
、
小
倉
理
事

五
七

゜

維
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
懐
徳
堂
記
念
會
理
事
長
小

0

0

 

倉
正
恒
敬
以
消
酌
庶
羞
之
霙
敢
昭
祭
子
懐
徳
堂
師
儒
諸

゜

゜
先
生
拉
懐
徳
堂
記
念
會
物
故
諸
先
生
及
功
努
者
諸
賢
之

0

0

 

霊
日

0

0

 

0
 

0
 

0
 

於
虚
盛
哉
懐
徳
之
堂
師
資
相
承
教
澤
用
長
講
明
名
数
扶

0

0

0

 

0
 

0
 

持
綱
常
人
心
以
正
學
術
以
昌
樹
徳
立
言
載
在
文
章
煙
焼

0

0

0

 

0
 

0
 

不
朽
永
仰
歌
光
重
建
之
後
奴
法
有
方
日
夕
開
講
横
渠
之

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

傍
木
鐸
錨
錨
儒
風
復
揚
今
姦
已
網
廿
五
屋
霜
學
徒
日
進

0

0

0

 

0

0

 

根
幹
愈
張
子
時
痩
起
干
文
恩
忙
後
生
小
子
敢
掬
餘
香
任

0

0

0

0

 

0
 

煎
力
徴
深
恐
顧
価
惟
紳
聰
明
緊
此
寸
腸
業
護
皇
運

0

0

0

 

0
 

0
 

斯
逍
盆
彰
虔
修
恒
典
霊
共
籾
翔
絃
陳
微
誠
式
薦
酒
漿
尚

゜
瑯
i

▲
祭
新
奉
祀
者
文

゜

維
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
懐
稼
堂
記
念
會
理
事
長
小

0

0

 

0
 

倉
正
恒
謹
設
誹
位
以
清
酌
庶
羞
之
莫
致
祭
子
五
先
生
―
―



0

0

0

.

 

嗚
呼
講
師
林
森
太
郎
先
生
尤
通
國
學
格
勤
精
罰
専
講
歌

0

0

0

 

0
 

文
十
有
三
歳
明
解
詳
説
聴
者
受
恵

0

0

 

0
 

嗚
呼
講
師
岩
井
勝
二
郎
先
生
以
心
理
學
末
講
特
科
縦
論

0

0

 

劇
談
興
趣
頗
多

0

0

 

嗚
呼
講
師
理
學
博
士
新
城
新
搬
先
生
天
學
樅
威
整
名
四

0

0

0

 

0
 

0
 

馨
屋
期
第
六
細
論
麟
純
考
捜
精
塙
伸
人
傾
聴

0

0

0

 

嗚
呼
講
師
武
藤
長
平
先
生
日
本
漢
學
共
為
檀
場
穂
々
辮

0

0

 

説
聴
者
満
堂

0

0

 

0
 

嗚
呼
講
師
岡
山
源
六
先
生
資
帷
狙
介
共
潔
如
蘭
講
説
七

0

0

0

0

 

年
潜
心
研
鑽
尤
長
詞
章
名
震
吟
壇0
0

0

 

嗚
呼
評
議
員
男
爵
籐
田
平
太
郎
君
浪
華
豪
宮
好
學
尚
賢

0

0

0

 

0
 

為
堂
捐
貨
二
萬
敷
千
共
基
愈
堅
君
恵
是
緑

0

0

.

O

O

 

嗚
呼
理
事
今
井
貫
一
君
篤
信
好
古
頗
有
史
オ
持
身
勤
倹

0

0

0

0

 

0
 

尤
長
理
財
推
衆
葉
事
廿
五
年
末
量
入
制
出
継
紀
取
裁
堂

0

0

 

君
子
之
霊
日

セ
JV
事
業
で
主
ト
シ
テ
講
義
講
演
ニ
シ
テ
、
日
曜

ミ
已
二
周
知
セ
ラ
JV

ヽ
所
ナ
JV
ヲ
以
テ
、
姦
＝
ー
省

難
二
有
志
諸
君
ノ
協
カ
二
依
リ
建
設
セ
ラ
レ
タ

JV

念
式
ヲ
畢
行
ス

JV
ヲ
得
タ
JV

ミ
洵
二
欣
幸
ノ
至
リ

0

0

 

之
有
今
君
力
多
哉

0

0

0

 

0
 

0
 

嗚
呼
吾
堂
盆
固
共
存
七
賢
徳
澤
誠
是
因
敦
戚
念
之
深
永

0

0

 

0
 

0
 

0
 

矢
不
設
自
今
而
後
合
祀
先
儒
以
為
恒
典
千
載
無
漁
震
共

。
尚
饗

▲
小
倉
理
事
長
式
僻

本
日
姦
＝
一
来
賓
各
位
ノ
参
列
ヲ

功
努
者
諸
君
ノ
合
祀
祭
典
ヲ
執
行
シ
、
併
セ
テ
本
年

ミ
現
懐
徳
堂
璽
建
二
十
五
周
年
二
嘗
リ
、
共
ノ
記

ナ
リ
、
本
堂
ガ
奮
懐
穏
堂
ノ
数
學
事
業
ヲ
復
興
シ
、

以
テ
共
ノ
功
績
ヲ
永
ク
後
世
＝
ー
記
念
セ
ン
ガ
為
二
、

略
ぞ
而
シ
テ
現
懐
穏
堂
二
至
リ
、
開
堂
以
来
施
行

辱
フ
シ
、
本
堂
恒
例
ノ
祭
典
卜
、
物
故
諸
先
生
並

五
八



戸
時
、
轄
夕
戚
謝
ノ
念
禁
ジ
難
キ
ヲ
覺
ュ
、
此
祠
壇

ニ
齋
祀
セ
だ
重
建
以
来
ノ
諸
先
生
、
及
功
努
者
諸
君

^
、
何
レ
モ
本
堂
ヲ
ジ
テ
今
日
ア
ラ
シ
メ
タ
炉
恩
人

ノ
痰
逹
＝
一
寄
典
セ
ラ
レ
ク
JV
多
大
ノ
功
績
ヲ
追
懐
ス

五
九

餐
逹
ヲ
ナ
シ
、
所
謂
躍
進
日
本
ヲ
賓
現
セ
リ
、
如
斯

一
在
リ
テ
、
幾
多
ノ
先
輩
熱
心
事
＝
一
嘗
ラ
レ
、
本
堂

足
ラ
ズ
、
遺
懺
ノ
期
少
ナ
カ
ラ
ザ
iv
モ
、
而
モ
此
間

五
年
ノ
屋
霜
ヲ
網
過
セ
リ
、
顧
ミ
レ
バ
意
餘
リ
テ
カ

欲
ス
、
馘
テ
考
フ

JV

―
-
、
此
二
十
五
年
間
で
我
ガ

意
徽
カ
ヲ
致
シ
ッ
、
来
リ
シ
ガ
、
早
ク
モ
姦
二
ニ
十

共
尊
霊
―
―
到
シ
、
謹
ン
デ
戚
謝
ノ
微
枕
ヲ
捧
ゲ
ン
ト

大
阪
市
民
ノ
風
敦
二
資
セ
ン

n

ト
ヲ
希
ヒ
、
専
心

ル
ニ
嘗
リ
、
吾
人
ぐ
此
等
先
輩
ノ
遺
徳
ヲ
追
慕
シ
、

青
少
年
＝
一
句
讀
ヲ
授
ク
、
共
ノ
脩
了
者
既
―
―
五
十
名

ニ
上
レ
リ
、
斯
ク
テ
本
堂
で
開
堂
以
来
終
始
一
貰
、

所
ズ
枚
畢
＝
一
追
ア
ラ
ズ
、
本
日
此
記
念
式
ヲ
畢
グ

別
二
漢
學
ノ
學
習
二
資
ス
jV

為
二
素
讀
科
ヲ
設
ヶ
、

―
―
及
ど
、
共
ノ
魏
講
者
延
人
員
五
萬
名
ヲ
算
フ
、
尚

デ
、
講
義
＾
約
三
千
八
百
回
、
講
演
(
約
千
五
+
回

ヲ
除
キ
毎
夜
之
ヲ
行
ヒ
、
開
講
以
来
今
日
＝
一
至
JV

マ

ナ
リ
、
就
中
初
代
理
事
長
永
田
仁
助
翁
、
本
堂
ノ
数

學
卜
網
管
ト
ニ
盛
痒
セ
ラ
レ
タ

JV

故
西
村
時
彦
先

生
、
最
初
ノ
敦
授
松
山
直
蔵
先
生
、
常
務
理
事
今
井

貰
一
君
等
（
本
堂
ノ
基
礎
ヲ
樹
テ
ラ
レ
タ
JV
功
努
者

―
ご
[
-
プ
、
共
他
物
故
諸
君
子
ノ
本
堂
＿
一
帯
サ
レ
タ
JV

國
運
ノ
前
古
未
曾
有
ノ
振
張
ヲ
遂
ゲ
ク
JV
時
代
ニ
シ

テ
、
産
業
経
清
學
問
技
藝
、
共
他
各
方
面
二
大
ナ
JV

物
質
的
方
面
ご
被
展
セ

JV

ニ
拘
ラ
ズ
、
其
ノ
間
精
神

的
方
面
二
於
テ
、
閑
却
セ
ラ
レ
タ
炉
貼
ナ
キ
ニ
ア
ラ

ズ
、
特
二
最
近
五
年
日
支
事
愛
ノ
勃
痰
、
欧
米
ノ
風



＾
、
本
堂
事
業
ノ
重
要
適
切
ナ
炉
コ
ト
ヲ
認
メ
ラ
レ
、

レ
、
尚
一
層
幣
援
ヲ
賜
ぐ
フ
ン
コ
ト
ヲ
、
聯
ヵ
所
懐

恐
憚
戚
激
二
堪
ヘ
ザ
JV
所
ナ
リ
、

又
大
阪
府
大
阪
市

雲
日
ー
ー
急
ヲ
告
グ
JV

ニ
嘗
リ
、
内
外
ノ
情
勢
激
楚
ヲ

園
橙
ノ
運
動
頻
繁
＝
一
起
リ
、
官
民
一
致
協
力
、
國
難

是
レ
要
ス
j
v
_
-

、
従
来
國
民
精
紳
脩
錬
ノ
餓
陥
二
虞

ス
炉
警
告
卜
稲
ス
ベ
キ
ナ
リ
、
然
レ
バ
則
チ
此
現
代

ニ
提
携
シ
テ
脩
養
―
―
勘
ミ
、
事
業
疲
逹
ノ
為
一
ー
微
力

ヲ
毒
シ
ッ
ヽ
ア
リ
、
敦
厚
ノ
氣
風
以
テ
見
JV

ベ
シ
、

天
聰
二
逹
シ
、
雨
度
御

下
賜
金
拝
戴
ノ
光
榮
＝
一
溶
セ
リ

聖
恩
優
渥
、
洵
ニ

本
堂
ノ
事
業
（
、
畏
ク
モ

ヲ
醸
出
セ
ラ
レ
、
本
堂
ノ
維
持
痙
螢
、
幸
＝
一
安
固
ナ

炉
ヲ
得
ッ
ヽ
ア
リ
、
此
機
會
二
於
テ
府
市
嘗
局
、
並

ニ
各
位
―
―
到
シ
、
深
甚
ノ
謝
意
ヲ
表
セ
ン
ト
欲
ス
、

＝
一
汲
ム
者
ノ
槻
ヲ
盆
ス

JV

ャ
極
メ
テ
廣
シ
、
而
シ
テ

今
ャ
共
ノ
事
業
二
於
テ
基
礎
確
立
セ
リ
、
是
レ
ヨ
リ

盆
々
日
新
ノ
意
氣
ヲ
以
テ

聖
恩
ノ
萬
一
―
―
報
ヒ
奉

リ
、
大
方
各
位
ノ
期
待
二
副
《
ム
コ
ト
ヲ
念
願
ス
、

本
日
此
記
念
式
ヲ
畢
ゲ
ク
炉
所
以
(
‘
卿
ヵ
過
去
ノ

業
蹟
ヲ
顧
ミ
、
是
ョ
リ
盆
々
本
堂
ノ
宗
旨
ヲ
貫
徹
シ
、

共
使
命
ヲ
全
ゥ
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
．
ス
、

末
賓
各
位
、
希
ク
(
徽
意
ノ
存
ス
炉
所
こ
醐
察
セ
ラ

堅
キ
信
念
ヲ
以
テ
先
輩
ノ
遺
志
ヲ
織
ギ
、
師
弟
相
共

ナ
JV

ヲ
痛
戚
ス

JV

モ
ノ
ナ
リ
、
幸
＿
一
本
堂
闊
係
者
《

世
相
＝
一
鑑
ミ
、
吾
ガ
懐
徳
堂
ノ
使
命
モ
、
蒲
々
重
大

嗚
呼
懐
徳
堂
ノ
淵
源
、
夫
レ
如
斯
深
ク
、
流
レ
ヲ
此

一
到
ス
JV

ノ
使
命
重
大
ナ
JV

ヲ
戚
ズ
Jv

―
―
至
レ
リ
、

告
ゲ
‘
或
(
國
證
明
徴
ヽ
或
↑
大
政
翼
贅
等
、
各
種

阪
共
ノ
他
ノ
有
志
各
位
ミ
常
初
ヨ
リ
巨
額
ノ
義
金

開
堂
以
来
多
額
ノ
補
助
金
ヲ
下
附
セ
ラ
レ
、
更
二
大

六

0



周
年
記
念
式
ヲ
畢
行
シ
、
遠
ク
先
人
ノ
遺
芳
ヲ
追
頌

＇ /‘ 

表
ト
シ
テ
、
断
然
浪
華
敦
學
二
里
キ
ヲ
ナ
シ
タ
JV

で

人
ヲ
到
象
ト
ス
ル
賞
用
ノ
學
鬱
勃
ト
シ
テ
、
市
民
ノ

テ
、
嘗
事
者
多
年
ノ
努
力
＝
ー
到
シ
、
衷
心
敬
意
ヲ
表

大
阪
ミ
古
来
獨
特
ノ
文
化
ヲ
長
養
シ
、
江
戸
京
洛

今
日
ノ
隆
昌
ヲ
妓
セ
JV

（
具
―
-
欣
快
ノ
至
‘
リ
ニ
シ

勢
ノ
進
運
一
一
郎
シ
ミ
諸
學
ノ
振
興
卜
本
邦
文
化
ノ

再
建
開
堂
、
致
二
ニ
十
五
年
二
達
シ
、
本
日
ヲ
以
テ

徳
ノ
淵
源
ヲ
闊
明
ス
JV

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

裏
ニ
一
十
五
年
、
管
＝
一
前
緒
ヲ
紹
述
シ
テ
、
國
民
道

惟
フ
ニ
財
園
法
人
慎
徳
堂
記

ヲ
陳
シ
テ
式
僻
ト
ナ
ス
、

▲
橋
田
文
部
大
臣
祝
僻

念
會
ガ
‘
享
保
以
来
由
緒
深
キ
本
學
堂
ノ
復
興
ヲ
企

テ
、
大
正
五
年
現
在
ノ
地
二
之
ヲ
重
建
セ
シ
ョ
リ
、

マ
ク
克
ク
時

向
上
ト
ニ
貢
獣
シ
、
成
果
歳
卜
共
―
―
畢
リ
テ
、
遂
―
-

ス
JV
所
ナ
リ
、
今
ャ
我
ガ
國
＾
、
振
古
未
曾
有
ノ
重

大
時
局
二
直
面
シ
、
前
途
倍
々
多
事
多
難
ニ
シ
テ
、

國
民
精
誹
ノ
振
属
卜
、
皇
國
文
化
ノ
昂
揚
ト
ニ
須
ッ

n

卜
愈
々
切
ナ
リ
、
本
會
姦
二
懐
徳
堂
重
建
二
十
五

へ
、
協
カ
一
致
、
愈
々
先
縦
ヲ
恢
張
シ
、
以
テ
國
運

ノ
敬
展
二
寄
典
セ
ラ
レ
ン

n

ト
ヲ
、

^
―
―
邊
大
阪
府
知
事
祝
僻

大
阪
敦
學
ノ
異
彩
懐
穂
堂

記
念
式
ヲ
畢
行
セ
ラ
JV

、
―
―
臨
ミ
、
‘
一
言
祝
意
ヲ
表

ス
JV.

（
、
最
モ
欣
幸
ト
ス

JV
所
ナ
リ
、
．
惟
フ
ニ
我
ガ

ト
相
到
シ
テ
、
學
流
亦
自
ラ
異
色
ヲ
有
シ
、
市
井
町

敦
養
―
―
多
大
ノ
影
響
ヲ
典
へ
、
所
謂
大
阪
町
人
ノ
薫

化
＝
一
資
ス

IV
所
大
ナ
IV

モ
ノ
ア
リ
、
而
シ
テ
之
ガ
代

深
ク
現
下
内
外
ノ
情
勢
卜
、
本
學
堂
ノ
使
命
ト
ニ
稽

慶
賀
二
堪
ヘ
ザ
炉
ナ
リ
、
翼
＾
ク
ニ
閥
係
者
各
位
、

シ
テ
、
報
本
反
始
ノ
誠
ヲ
致
ス
＾
、
意
義
深
ク
洵



懐
穏
堂
復
興
ノ
計
ヲ
樹
テ
、
畏
ク
モ
御
下
賜
金
ノ
恩

懐
徳
堂
＝
一
シ
テ
、
端
ヲ
元
緑
末
年
ノ
鴻
儒
三
宅
石
庵

こ
叙
シ
、
五
井
蘭
洲
、
中
山
竹
山
、
履
軒
等
ノ
碩
學

相
踵
キ
、
共
ノ
學
統
ヲ
批
グ
諸
揺
相
承
ヶ
、
市
井
ノ

學
規
ヲ
定
メ
、
朱
陸
併
用
、
専
ラ
宵
學
ヲ
主
ト
シ
、

メ
、
鬱
乎
ト
シ
テ
旺
ナ
JV

モ
ノ
ア
リ
、
爾
末
時
運
ノ

及
ヒ
、
大
阪
ノ
文
化
特
色
ァ
ル
大
阪
市
民
ノ
教
養
ニ

JV

ニ
明
治
二
年
、
時
代
ノ
傾
向
＝
一
伴
ヒ
、
學
徒
離
散

シ
テ
學
堂
閉
鎖
セ
ラ
レ
、
以
来
四
十
年
麿
絶
ノ
已
ム

ナ
キ
ニ
至
リ
タ
だ
モ
、
在
阪
好
學
ノ
士
相
諮
リ
テ
、

盛
シ
タ
JV
功
績
、
塞
二
敬
服
＝
一
堪
ヘ
ザ
JV
ナ
リ
、
然

リ
、
今
ャ
我
國
二
嘱
古
ノ
時
銀
＝
一
際
會
、
聖
業
ノ
完

所
大
ナ
JV

モ
ノ
ア
JV

ズ
洵
二
慶
祝
二
堪
ヘ
ザ
JV
ナ

脈
々
ト
シ
テ
一
貫
‘
賞
二
日
四
十
餘
年
ノ
久
シ
キ

メ
＇
、
通
俗
講
演
ヲ
開
設
シ
テ
市
民
ノ
知
見
ヲ
廣
ム

lV

向
フ
所
、
盛
衰
痩
壕
亦
敷
ノ
免
レ
ザ
炉
所
ナ
リ
シ
モ
、

榮
ヲ
拝
シ
テ
、
講
堂
重
建
ノ
議
姦
二
決
シ
、
地
ヲ
現

在
ノ
形
勝
二
送
ビ
テ
工
ヲ
捗
メ
、
大
正
五
年
ヲ
以
テ

開
堂
ノ
式
ヲ
畢
ゲ
、
前
賢
ノ
遺
芳
ヲ
偲
承
シ
テ
、
文

五
年
、
闘
係
ノ
各
位
一
意
熱
誠
、
事
業
ノ
遂
行
二
努

カ
セ
ラ
レ
、
皇
漢
ノ
學
ヲ
講
ジ
テ
、
穏
性
ノ
涵
養
ニ

資
シ
、
例
年
祭
典
ヲ
執
行
シ
テ
、
古
賢
ノ
顕
彰
―
―
努

等
、
共
ノ
業
績
塞
―
―
顕
著
ニ
シ
テ
、
貢
獣
セ
ラ
ル
ル

遂
、
共
ノ
根
抵
ヲ
國
民
精
神
ノ
昂
揚
、
臣
逍
賞
賤
ノ

徹
底
―
―
侯
ッ
ノ
秋
＝
一
際
シ
、
本
堂
ノ
使
命
愈
々
重
大

ナ
JV

モ
ノ
ア
リ
、
希
ク
（
闊
係
者
各
位
、
盆
々
協
心

門
戸
ヲ
町
人
二
開
放
シ
テ
、
廣
ク
人
材
ノ
錬
成
二
努

界
ノ
美
事
卜
謂
＾
ザ
JV

ベ
カ
ラ
ズ
、
爾
来
姦
二
ニ
十

富
豪
、
向
學
ノ
有
志
相
助
ケ
テ
、
以
テ
堂
舎
ヲ
整
へ
、

化
風
教
―
―
資
ス

JV

ニ
至
レ

JV

ミ
最
モ
喜
ブ
ベ
キ
學

J

、
↑
/
 



記
念
會
ノ
盛
力
＝
ー
ヨ
リ
、
本
堂
重
建
セ
ラ
レ
テ
姦

諸
先
生
、
及
功
努
者
諸
賢
＝
云
写
シ
、
深
甚
ノ
敬
意
ト

六―――

仰
ノ
念
更
―
一
切
ナ
J
V
モ
ノ
ア
リ
、
謹
ミ
テ
物
故
師
儒

ア
リ
、
明
治
維
新
ノ
際
、

洵
＝
ー
遺
懺
ナ
リ
シ
ガ
、
幸
ニ
シ
テ
大
正
五
年
懐
徳
堂

一
時
塵
學
ヲ
見
タ
J
V
^
、

教
化
二
碑
補
セ
J
V
ト

n

口
多
大
ナ
炉
ヲ
偲
ビ
テ
、
鑽

鰹
ヲ
講
ジ
道
ヲ
明
ニ
シ
、
繭
ト
シ
テ
浪
華
ノ
文
教
ヲ

支
持
シ
、
批
道
人
心
二
稗
盆
セ
J
V
所
甚
大
ナ
J
V
モ
ノ

源
ご
誇
七
、
思
ヲ
深
ク
本
會
ノ
業
績
―
一
致
シ
、
共
ノ

舷
＝
一
本
日
ノ
盛
典
―
―
列
シ
、

心
ヲ
遠
ク
懐
得
堂
ノ
淵

ヲ
儒
學
二
観
Jv

―
-
、
懐
徳
堂

2
貰
二
享
保
九
年
ノ
創

以
テ
著
(
J
V
卜
雖
モ
、
文
化
ノ
隆
昌
モ
亦
久
シ
、
之

侍
従
ヲ
御
差
遣
遊
バ
サ
レ
、

又
大
正
十
五
年
久
通

ヵ
所
懐
ヲ
述
ベ
テ
以
テ
祝
僻
ト
ス
、

▲
坂
間
大
阪
市
長
祝
僻

本
日
姦
二
懐
徳
堂
重
建
二
十

五
周
年
記
念
式
ヲ
畢
行
セ
ラ
J
V
‘
洵
＝
一
慶
賀
＝
ー
堪
へ

ザ

J
V
所
ナ
リ
、
惟
フ
ニ
大
阪
ノ
地
＾
、
古
末
産
業
ヲ

立
二
係
リ
、
同
十
一
年
幕
府
ノ
免
許
ヲ
得
テ
公
學
卜

ナ
J
‘
爾
末
百
敷
十
年
ノ
間
、
常
二
碩
學
ヲ
聘
シ
テ

四
年
今
上
陛
下
大
阪
行
幸
ノ
御
即
、
特
旨
ヲ
以
テ

ト
シ
テ
、
有
終
ノ
美
ヲ
餐
揮
セ
ラ
レ
ン

n

ト
ヲ
、
即

努
力
、
本
堂
ノ
事
業
ヲ
遂
行
シ
、
大
阪
文
化
ノ
淵
源

二
十
五
年
、
此
ノ
間
常
二
講
義
講
演
、
其
ノ
他
有
意

義
ナ
炉
各
種
ノ
事
業
ヲ
行
ヒ
、
以
テ
市
民
ノ
数
化
＝
―

寄
典
セ
ラ
J
V
、
所
勘
カ
ラ
ズ
、
槌
＝
一
本
會
ノ
目
的
及

事
業
ノ
計
齋
‘
畏
ク
モ

天
聴
二
逹
シ
、
大
正
三
年

同
十
二
年
、
再
度
御
下
賜
金
ノ
御
沙
汰
ア
リ
、
昭
和

宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
、
昭
和
十
年

親
シ
ク
姦
二
台
臨
ア
ラ
セ
給
フ
、
洵
二
光
榮
ノ
極

r̀̀

卜
謂
フ
ベ
シ
、

東
久
通
宮
殿
下



醐
方
面
見
學
會
を
催
す
、
三
賓
院
の
殿
舎
唐
門
、
藤

十
名
、

▲
昭
和
十
七
年
一
月
一
日

恒
例
に
よ
り
會
員
，
一

▲
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日

同
、
本
堂
祭
典
に
奉
仕
す
る
、
會
誌
第
十
九
琥
を
放

年
賀
會
あ
り
。
會
員
敷

名
参
堂
、
先
師
儒
諸
先
生
の
紳
位
を
拝
す
。

▲
―
―
一
月
一
日

天
沼
俊
一
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
醍

あ
る
五
重
塔
ゃ
金
堂
な
ど
拝
観
す
る
、
参
加
者
約
四

行
す
る
。

至
り
、
川
原
に
て
休
息
の
後
、
た
き
つ
瀬
に
若
葉
は

ぬ
れ
て
河
鹿
の
磐
も
さ
や
け
き
宮
瀧
附
近
の
遺
蹟
を

探
勝
し
、
上
市
へ
蹄
り
て
解
散
す
る
。

幹

事

酒

井

全

太

郎

堂

友

會

記

事

テ
皇
恩
ノ
萬
一
―
―
酬
ィ
奉
ラ
ン

n

ト
ヲ
、

祝
僻
ト
ス
、

一
言
以
テ

々
協
心
穀
力
、
愈
々
本
會
ノ
目
的
逹
成
＝
一
努
メ
、
以

満
腔
ノ
謝
意
ト
ヲ
表
ス
、
翼
ク
＾
嘗
事
者
各
位
、
倍

原
時
代
初
期
の
建
築
で
あ
る
國
賓
五
重
塔
の
内
部
を

拝
観
し
、
次
で
京
都
八
阪
神
社
に
至
り
て
塔
を
拝
観

し
、
午
後
五
時
頃
解
散
し
た
。
翠
加
者
五
十
名
、
盛

會
で
あ
っ
た
。

▲
五
月
十
日

澤
潟
久
孝
先
生
御
指
導
に
よ
る
吉
野

宮
瀧
方
面
の
萬
葉
遺
蹟
探
勝
會
を
催
し
、
大
鐵
阿
部

▲
五
月
二
十
四
日

一
行
十
敷
名

天
沼
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
大

和
室
生
寺
見
學
會
を
催
し
、
平
安
朝
前
期
の
建
築
で

菜
摘
に
至
り
、
紙
漉
な
ど
を
見
つ
ヽ
吉
野
川
上
流
に

野
繹
教
、
大
和
上
市
騨
下
車
、
借
切
バ
ス
を
謳
り
て

六
四




